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大
崎
第
一
地
区
を
中
心
に
、
品
川
区
の
人
物
や
施
設
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
地
域
の
姿
と
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
を
通
し
て
品
川
区
の
魅
力
を
共
に
再
発

見
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
大
崎
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
山
本
所
長

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

大
崎
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
本
所
長
（
以
下
、
山
本
）：
大
き
く
「
窓
口
業
務
」
と
「
地

域
業
務
」
の
２
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。「
窓
口
業
務
」
で

は
、
住
民
票
や
印
鑑
、
戸
籍
関
連
な
ど
の
各
種
証
明
書
発
行
、

住
所
変
更
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
各
種
届
出
受
付
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
手
続
き
、
集
会
所
の
利
用
受
付
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
業
務
」
で
は
、
町
会
・
自
治
会
活
動
の
支
援
、
青

少
年
対
策
地
区
委
員
会
事
業
、
区
民
ま
つ
り
、
支
え
愛
交
流

事
業
、
防
災
協
議
会
な
ど
の
事
務
局
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
は
な
ぐ
る
ま
」「
大
崎
×
五
反
田

L
I
N
K
」

の
発
行
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
で
は
、
毎
年
様
々
な
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

山
本
：
毎
年
５
 
６
月
に
開
催
す
る
「
潮
干
狩
り
」
は
非
常

に
好
評
で
、
今
年
か
ら
バ
ス
を
４
台
に
増
や
し
た
こ
と
で
よ
り

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
４
会
場
で
開
催
す
る
「
区
民
ま
つ
り
」
は
４
月
下
旬
か
ら
実

行
委
員
会
が
始
動
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
時
期
も
あ
り
、
令
和
４
年
に
再
開
し
た
際
は
区
民
ま

つ
り
を
経
験
し
た
職
員
も
少
な
く
、
手
探
り
で
準
備
を
進
め

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
地
域
の
皆
様

を
中
心
に
、
様
々
な
団
体
・
企
業
な
ど
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、毎
年
開
催
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　「
支
え
愛
交
流
事
業
」
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
や
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
な

ど
の
事
業
を
通
じ
た
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
普
段

接
点
の
な
い
高
齢
者
の
方
々
の
交
流
の
機
会
と
し
て
活
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

大崎第一地域センタ ーでは、「 はなぐ るま」 のほかにも SNS やサイ ト で、 地域の様々な情報を発信し ています  ぜひご覧く ださ い！

X（ 旧： Tw itter）
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地域共創メ ディ ア
『 大崎 x 五反田 LIN K』

※後日、 地域共創メ ディ ア「 大崎×五反田 LIN K」 にカ ラ ーの記事が掲載さ れます♪

親
子
で
楽
し
む
♪
潮
干
狩
り
体
験

《 

大
崎
第
一
地
区
の
主
な
行
事 

》

　
富
津
海
岸(

千
葉
県)

に

て
潮
干
狩
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
美
味
し
い
「
あ
さ
り
」

や
「
は
ま
ぐ
り
」
を
た
く
さ

ん
採
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

　
品
川
区
内
で
唯
一
４
会
場
！

で
実
施
し
て
い
る
区
民
ま
つ

り
で
は
、
地
域
の
皆
様
と
地
域

セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
て
運
営

を
行
い
ま
す
。
模
擬
店
や
ゲ
ー

ム
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
子
ど
も

も
大
人
も
多
く
の
人
が
参
加

し
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
日
程
は
裏
面
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

区
民
ま
つ
り

　
概
ね
50
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ

ま
す
。
地
域
の
方
々
の
交
流

の
場
と
し
て
楽
し
み
な
が
ら

も
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

支
え
愛
交
流
事
業

区
内
一
斉
防
災
訓
練

　
～
避
難
所
開
設
訓
練
～

　
避
難
所
の
鍵
の
開
け
方
の

確
認
、
避
難
し
て
き
た
方
の

受
付
や
避
難
場
所
へ
の
案
内

の
確
認
、
防
災
備
蓄
品
の
確

認
、
啓
発
ビ
デ
オ
の
視
聴
な

ど
、
学
校
と
町
会
・
自
治
会

の
方
々
が
協
力
し
て
実
施
し

ま
す
。
地
域
全
体
で
防
災
意

識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
毎
年
12
月
に
は
「
区
内
一
斉
防
災
訓
練
」
で
４
つ
の
学

校
の
避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
の
防
災
意
識
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
た
く
さ
ん
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
の
地
区
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
本
：
各
地
域
で
の
お
祭
り
や
防
災
訓
練
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
、
歴
史
や
伝
統
、
人
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
さ
れ

る
方
が
と
て
も
多
い
と
感
じ
ま
す
。
桜
の
名
所
や
目
黒

川
、
池
田
山
公
園
、
歴
史
あ
る
４
つ
の
神
社
な
ど
、
自
然

と
伝
統
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
地
区
の
大
き
な

魅
力
で
す
。

所
長
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

山
本
：
町
会
・
自
治
会
な
ど
の
活
動
を
多
角
的
に
支
援
す

る
こ
と
で
す
。
地
域
セ
ン
タ
ー
で
で
き
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
品
川
区
と
し
て
実
施
し
て
い
る
伴
走
型
支
援
や
財
政

面
の
補
助
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
課
題
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
ご
相
談
い
た
だ
い
た
際
に
最
適
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
日
頃
か
ら
皆
様
の
お
話
を
丁
寧
に
伺
う
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
活
動
の
支
援
は
地
域
セ
ン
タ
ー
職
員
の
頑

張
り
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
地
域
の
皆
様
に
寄
り
添
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
本
：
地
域
の
方
々
の
要
望
に
は
で
き
る
限
り
お
応
え

し
、
皆
様
の
地
域
で
の
活
動
を
最
大
限
支
援
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
積
極
的

に
地
域
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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